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飯塚市議会委員会条例の一部を改正する条例を次のように定める。 

 

 

令和 7年 9月 26 日 

 

提 出 者    飯塚市議会議員  川 上 直 喜 

 

賛 成 者    飯塚市議会議員  吉 松 信 之 

            〃     鯉 川 信 二 

            〃     秀 村 長 利 

            〃     坂 平 末 雄 

            〃     道 祖   満 

 

提案理由 

令和 7 年 6 月 6 日、江口徹議長が閉会中に、全国市議会議長会の指摘があっ

たにもかかわらず、議員間の調整を行わないまま飯塚市議会委員会条例第 8 条

第 1 項のただし書きにより議会運営委員会委員及び全議員を対象に常任委員会

委員に指名した。その結果、正副委員長の互選が行われず、委員会が開催でき

ず、議会運営に支障が生じた。さらに各種審議会委員も選出できなかった。江

口徹議長によるこの指名は、地方自治法の立法趣旨に反するものであり、議長

権限の濫用であり、誤りである。この誤りが二度と生じないよう、本案を提出

するものである。 



飯塚市議会委員会条例の一部を改正する条例 

 飯塚市議会委員会条例(平成18年飯塚市条例第228号)の一部を次のように改正する。 

改正後 改正前 

(委員の選任) (委員の選任) 

第8条 常任委員、議会運営委員及び特別委員(以下「委員」という。)

は、議長が会議に諮って指名する。ただし、閉会中において繰上

補充又は補欠選挙により議員となった者の委員の選任は、議長が

指名することができる。 

第8条 常任委員、議会運営委員及び特別委員(以下「委員」という。)

は、議長が会議に諮って指名する。ただし、閉会中においては、

議長が指名することができる。 

2～4 (略)  2～4 (略) 

附 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 

 

 


